











































































































































































































































































































































































































(a -1)1 /2 (a2 + a +1)1/2 = (a3 -1)1/ 2という構造に
　着目すれば、
† 
































せ ん ね 。 で す か ら こ れ を 例 え ば
† 
























































































＝ log(tan5 )゜ ＋ log(tan10 )゜ ＋log(tan15 ゜  ) 
＋log(tan20  ゜) ＋ log(tan25 ゜  ) ＋ log(tan30 ゜  ) 
＋log(tan35 ゜  ) ＋ log(tan40 ゜  ) ＋ log(tan45 ゜  )  
＋log(tan50 ゜  )  ＋log(tan55 ゜  )  ＋ log(tan60 ゜  ) 











「tan θ＝ s in θ/cos θ」








   =｛ log(sin5 ゜ )ーlog(cos5 ゜ ) ｝
　　＋｛log(sin10 ゜ )－ log(cos10 ゜ ) ｝















余ѓ公式「sin θ＝ cos(90°－θ) 」による再構造化






          ＝ ｛log(sin5゜) －log(cos5゜)｝
　　      ＋｛log(sin10゜)－log(cos10゜)｝＋
　　　　　　・・・・・・・・・・　
            ＋｛log(sin45゜)－log(cos45゜)｝＋
　　　　　　・・・・・・・・・・・
　　　   ＋｛log(cos10゜)－log(sin10゜)｝









　与　式　＝｛l og(s in 5 )゜－l og(cos5 )゜｝
                ＋｛log(sin10゜) －log(cos10゜)｝
　 　　　　＋・・・・・・・・・
　　  　　  ＋｛log(cos10゜) －log(sin10゜)｝








































｛log(sin5 )゜－log(sin5 )゜｝＋｛log(cos5 )゜  
 －log(cos5 )゜｝＋・・・・・＋｛log(sin40 )゜   
 －log(sin40 )゜＋｛log(cos40 )゜ －log(cos40 )゜
 ＋｛log(sin45 )゜－log(cos45 )゜｝
＝０＋０＋０＋０＋０＋０＋０＋０＋０＋０＋０
 ＋０＋０＋０＋０＋０




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   教師Ａ：
† 





              　　
† 
ax 2 + 2bx + c = 0
                    　　  
† 
bx 2 + 2cx + a = 0、
                   　　   
† 
cx2 + 2 ax + b = 0のうち、
           　 少なくとも１つは実数Жを持つことを



























2(a 2 + b2 + c2 - ab - bc - ca)
† 
= (a 2 - 2ab + b 2) + (b 2 - 2bc+ c2 )+ (c2 - 2ca+ a2 )
† 


































          を持つことはない。
　⇔　３つの実係数２次方程式の判別式の和は 
          正または０である。
　⇔　
† 
D1 + D2 + D3
　　 
† 
= (4b2 - 4ca) + (4c 2 - 4ab) + (4a2 - 4bc)
　   
† 
= 4(a 2 + b2 + c2 - ab - bc - ca)
　   
† 















































きたね eとFeedback するという，こういう I
とR とF というつながりが多いのですけど，
また別の人を指して，こうやりとりをやるんで
すね。でもそうではなくて，できればA君とB
君とC君というふうに活動がつながっていく，
という意味で，教師が介在しないところで発ۄ
がいくつかつながるような場面を作っていくん
ですね。それが d①活動の連続性 eですね。
　それともう一つは，今日一番のメインなんで
すけど，「話している人との間で思考がうまく
つながっているんだろうか。なんか話はいろい
ろۄっているけど，お互いの考え方をうまく捉
えているのだろうか」これが d②学習者間の思
考の連続性 eですね。
　それから 3番目は，学習者個々の中で思考が
連続しているか（d③学習者個人の思考の連続
性 e），ということですね。人からの刺激を受
けて，自分が昔知っていること，あるいは今考
えていること，これらがうまくつながって流れ
ている。途切れることもあるわけです。人の話
を一方的に受け入れる場合は，前後なく途切れ
ている状態なのです。この3つの視点を持って
今この場でどのようなコミュニケーションが֙
きているのかということを見取る，見通しの能
力を持って欲しいわけです。
(2)そのコミュニケーションの下で，どのよう
な学習が展開されているのか見極める能力を݄
める
（2）そのコミュニケーションの下で、
　　　どのような学習が展開されているのかを
　　　見極める能力をژめる。
　　①学習のӭ源の多様性
　　②知ށの再構成←数学的な考え方・見方
　　③新しいアイデアの創発
　そして最後に結論ですけども，そのコミュニ
ケーションの下でどんな学習が֙きているのか，
見極める能力を݄めることが我々の仕事であっ
て，コミュニケーションの࠽を݄めることが我々
の仕事ではありません。コミュニケーションを
見ることによって，どんな学習が֙きているの
か，その学習というのは，集団でやっても最後
は個々の学習なんです。要するに，あなたの頭
の中で，この二時間何が֙きていますか，とい
うことですね。この二時間を聞いたことによっ
て，明日からどう変わるかということですよね。
だからそのために，今日はあまり学習の多様性
という話はありませんでしたけど，まず d①学
習の֙源の多様性 eです。これは，誰かが間違っ
た答えをした瞬間にそれをみんなで笑った，自
分もみんなと同じことで笑ったということは，
その笑いの意味を理ӂしているということです。
だから，今日はこちらが৓定したとおりに進み
ましたので，意見というのがそれほど分散して
いませんけど，学習をもっと自由にやろうとす
ると，こちらが監督していないで dはいグルー
プ学習してごらん eというのはまさに“学習の
֙源の多様性”の表出する瞬間ですね。こちら
が把握していない学習があっちこっちで֙こる
かもしれない。それが多ければ多いほど，数学
の授業というのは豊かになるのです。
　それから 2番目は，d②知࠭の再構成 eなん
ですね。学習というのは，古い学習から新しい
学習を構成していくことですから，まさに体系
化，再構造化というのが֙きるんです。
　それから 3番目は，まだ研究途上でなかなか
うまく説明できませんけども，「③新しいアイ
デアの創発」です。コミュニケーションを通し
て三人寄れば文殊の知恵というのがありますよ
ね。なんか三人集まるといい知恵が浮かんでく
る。dあれはどうしてなのか eということを先
生方個々の問題として考えてください。そうし
ないとグループ学習というのは意味を持たない
ですね。dはい，グループ学習してごらん eと
いうときに，そこでどんな展開が֙きると，我々
が期待しているような話し合いが֙こるのか。
それは，一つは最終的には“創発”ということ
になるんです。“創発”というのは大事なキー
ワードですけど，੝し算をしただけでは出てこ
ないものですね。例えば，水素と酸素を੝しま
すと水ができますね。水素も酸素も火を消すと
いう性࠽はないのに，出てきた水は火を消すと
いう性࠽を持ちますよね。これは明らかにその
二つが持っていたものの੝し算では出てこない
ものが出てきているということですよね。こう
いうのを創発現象というのですけど，皆さんに
も“アイデアの創発”ということを考えて頂き
たい。
おわりに
指導力の向上
自然な思考にそった授業 予測可能性をژめる
　それで，最初に申し上げましたように，今日
のテーマとしては，我々が，指導力というもの
を向上させようとしたときに，それは“自然な
思考にそった授業”というものを前提にしない
と，指導力というものは成り立たないわけです
よね。“自然な思考”にそうと，“予測可能性”
が݄まりますよ。“予測可能性”が݄まればど
ういう指導がいいのかという意思決定に反映さ
れますので，それははたからۄえば“指導力が
向上した”とۄえるんですね。ですから，この
3つの関係というのを，うまい具合に結びつけ
ていただくといいんじゃないかな，というのが
今日の話です。
　݄校の先生方に有意義だったかどうかは分か
りませんけど，何かの刺激になっていただけれ
ばと思います。どうも二時間ありがとうござい
ました。指導力を向上して，ଧ取県の݄校教育
が益々発展することをお祈りします。どうもあ
りがとうございました。
講演日：2002年8月29日 (木)
会　場：ଧ取県教育センター第2研修室
記༵者：梅實幸子，松岡由布子
(えもり・ひでよ，宇ஞ宮大学教育学ശ)
